
にかほ保育園の園児が
さつまいも堀りに挑戦しました
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に
か
ほ
市
誕
生
後
、
最
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
「
市
民

文
化
祭
」
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
の
成
果
と
し
て
、
約

５
、９
０
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、１１
月
３
日
か
ら
の
４
日
間
で
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
約
１
６
、０
０
０
人
が
会
場
に
足
を
運

び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
佐
藤
さ
ん
の
手
記
に
よ
り
、
各
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
今
回
、
初
め
て
運
行
さ
れ
た

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
金
浦
会
場
へ

移
動
。
同
乗
し
た
お
二
人
の
ご

婦
人
は
、
毎
年
文
化
祭
を
は
し

ご
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
昼

食
は
車
中
で
の
お
に
ぎ
り
。
時

間
の
ロ
ス
を
抑
え
る
作
戦（
？
）

に
感
心
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
、
伊
勢
居
地
、
釜
ヶ
台
、

冬
師
の
番
楽
共
演
会
（
写
真
は
冬
師
番

楽
に
よ
る
「
番
楽
太
郎
」
）

▼

突撃リポーター　

佐藤なおこさん　
（仁賀保・平沢）　

　

　　
仁
賀
保
会
場

で
、
最
初
に
迎

え
入
れ
て
く
れ

た
の
が
写
真
展

で
す
。
圧
巻
の

夕
日
、
四
季
折

々
の
鳥
海
山
、

田
園
風
景
…
ど

れ
も
こ
れ
も
こ

の
地
の
風
景
。

ふ
る
さ
と
の
宝

物
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。夜
明
け
前
の
静
寂
や
、

日
の
出
の
瞬
間
を
と
ら
え
た
も
の
な

ど
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
出
会

え
な
い
一
瞬
。
凛
と
し
た
空
気
、
撮

影
者
の
温
か
く
も
熱
い
思
い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　
俳
句
や
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

す
っ
か
り
「
う
た
」
に
引
き
込
ま
れ

て
、
足
が
先
に
進
ま
な
い
私
。
中
学

生
の
句
「
光
る
汗
ま
ご
こ
ろ
こ
め
た

米
づ
く
り
我
が
家
自
慢
の
秋
の
新
米
」

を
メ
モ
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
、

お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て
く
だ
さ
る

農
家
の
方
々
に
感
謝
。

　
い
つ
の
間
に
か
、
体
育
館
は
迷
子

が
で
る
ほ
ど
の
人
、
人
、
人
…
。
商

工
会
主
催
「
か
ら
く
り
人
形
展
」
は

笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
創
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

思
い
思
い
の
木
の
実
を
使
っ
た
「
ト

ト
ロ
人
形
」
づ
く
り
に
、
子
ど
も
は

も
ち
ろ
ん
、
大
人
も
夢
中
に
。
不
思

議
だ
っ
た
の
は
、
ト
ト
ロ
の
絵
の
見

本
な
ん
て
ど
こ
に
も
な
い
の
に
、
み

ん
な
見
事
に
ど
ん
ぐ
り
を
ト
ト
ロ
に

変
身
さ
せ
て
い
た
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
「
陶
芸
」
の
コ
ー
ナ
ー
へ
。

い
っ
た
い
ど
う
や
っ
た
ら
こ
ん
な
力

作
が
完
成
す
る
の
で
し
ょ
う
。
説
明

員
の
方
か
ら
制
作
の
苦
労
話
を
う
か
が

い
、
「
見
て
び
っ
く
り
！
」
は
、
そ

の
ま
ま
「
聞
い
て
び
っ
く
り
！
」
に
。

　
こ
の
陶
芸
コ
ー
ナ
ー
を
始
め
、
会

場
の
随
所
で
、
説
明
員
の
方
が
と
て

も
親
切
に
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、

ま
す
ま
す
興
味
や
感
動
が
増
し
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

地
域
の
力
強

　
金
浦
会
場
で

特
に
印
象
的
だ

っ
た
の
は
絵
画

作
品
の
多
さ
。

象
潟
や
仁
賀
保

の
方
の
作
品
も

あ
り
、
三
つ
の

会
場
の
真
ん
中

で
、
あ
ら
た
め

て
合
併
を
実
感
。

個
人
的
に
大
好

き
な
の
が
、
な

つ
か
し
い
「
絵
文
字
」
。
毎
年
、
中

学
生
の
作
品
に
感
心
さ
せ
ら
れ
、
文

化
祭
の
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
「
ト
ト
ロ
の
人
形
」
と
い
い
、

い
つ
の
時
代
も
子
ど
も
た
ち
の
発
想

は
天
才
的
で
す
。

　
「
押
し
花
絵
展
」
で
は
、
路
傍
の

草
花
を
使
っ
た
芸
術
表
現
に
感
動
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
で
、
温

か
い
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
い
た
だ
き
な

が
ら
会
場
を
見
渡
す
と
、
体
育
館
全

体
を
飾
る
大
漁
旗
に
、
金
浦
の
力
強

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

▲とろろ飯早食い大会。味わって

る暇なんてありません
▲子どもから大人まで、多彩なス

テージを演出した芸能発表会

▲スマイル会場のロビーは、菊の

香りでいっぱいに

▲国体ＰＲコーナー。子どもたち

が「スギッチ」のぬり絵に挑戦

写真展

からくり人形展

木の実で人形づくり

押し花絵展

絵文字画展

ガーデニングコーナー

シャトルバスで移動

陶芸展

り
ん



●
小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞
　
齋
藤
拳
大
（
釜
ヶ
台
小
）

　
優
秀
賞
　
鬼
塚
花
緒
（
平 

沢 

小
）

　
優
秀
賞
　
荘
司
　
希
（
平 

沢 

小
）

　
優
秀
賞
　
藤
原
麻
耶
（
平 

沢 

小
）

●
小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞
　
齋
藤
有
貴
（
釜
ヶ
台
小
）

　
優
秀
賞
　
村
上
弘
英
（
平 
沢 

小
）

　
優
秀
賞
　
三
浦
万
季
（
釜
ヶ
台
小
）

　
優
秀
賞
　
阿
部
優
希
（
院 
内 
小
）

●
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞
　
相
庭
規
子
（
仁
賀
保
中
）

　
優
秀
賞
　
東
海
林
千
鶴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
仁
賀
保
中
）

　
優
秀
賞
　
小
川
純
輝
（
仁
賀
保
中
）

　
優
秀
賞
　
三
浦
健
吾
（
釜
ヶ
台
中
）

▲相庭規子さんの作品

▲齋藤拳大くんの作品

齋藤有貴さんの作品▲

●
に
か
ほ
市
商
工
会
長
賞
「
花
火
」
東
條
拓
実
（
平
沢

小
４
年
）
●
発
明
工
夫
展
実
行
委
員
長
賞
「
磁
石
迷
路
」

佐
々
木
舞
琴
（
平
沢
小
２
年
）
●
に
か
ほ
市
長
賞
「
ね

た
ま
ま
読
め
〜
る
」
東
條
珠
希
（
平
沢
小
５
年
）
●
に

か
ほ
市
議
会
議
長
賞
「
ビ
ー
玉
落
と
し
ゲ
ー
ム
」
佐
藤

仁
人
（
平
沢
小
１
年
）
●
に
か
ほ
市
教
育
長
賞
「
静
電

気
モ
ー
タ
ー
」
菅
野
翔
太
（
小
出
小
４
年
）
●
校
長
会

長
賞
「
リ
サ
イ
ク
ル
ウ
ォ
ー
ル
ポ
ケ
ッ
ト
」
長
谷
部
麻

緒
（
小
出
小
６
年
）
●
Ｔ
Ｄ
Ｋ
　
賞
「
星
座
早
見
カ
ッ

プ
」
須
田
隆
介
（
院
内
小
４
年
）
●
秋
田
県
商
工
会
連

合
会
長
賞
「
か
み
ひ
も
す
っ
き
り
ば
こ
」
高
橋
茉
那
（
院

内
小
２
年
）
●
　
発
明
協
会
秋
田
県
支
部
長
賞
「
じ
し

ゃ
く
で
の
ぼ
る
君
」
和
泉
真
平
（
平
沢
小
３
年
）
●
秋

田
魁
新
報
社
賞
「
対
流
式
米
と
ぎ
機
」
遠
田
爽
太
（
小

出
小
５
年
）
●
　
齋
藤
憲
三
顕
彰
会
理
事
長
賞
「
紙
切

り
上
手
」
阿
部
朝
香
（
院
内
小
５
年
）
●
産
業
振
興
懇

話
会
長
賞
「
万
華
鏡
」
宮
崎
真
華
（
平
沢
小
１
年
）
●

学
校
科
学
振
興
委
員
長
賞
「
磁
石
で
走
る
リ
ニ
ア
カ
ー
」

青
木
翼
（
平
沢
小
６
年
）

　　
保
健
セ
ン
タ

ー
の
「
健
康
福

祉
ま
つ
り
」
。

保
健
師
さ
ん
に

血
圧
を
測
っ
て

い
た
だ
き
、
正

常
範
囲
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず

は
ひ
と
安
心
。

　
公
民
館
で
は

「
書
道
展
」
を

見
学
。
素
晴
し
い
作
品
、
お
気
に
入

り
の
作
品
と
数
多
く
出
会
い
ま
し
た
。

最
も
心
を
惹
か
れ
た
作
品
の
作
者
と

会
場
で
偶
然
お
会
い
で
き
た
の
に
、

声
を
か
け
る
こ
と
も
、
感
動
を
伝
え

る
こ
と
も

で
き
ず
・・・

「
作
品
と

作
者
」
と

い
う
テ
ー

マ
も
、
文

化
祭
を
楽

し
む
一
つ

の
視
点
か

も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
手
芸
展

で
は
「
彫

金
」
と
い

う
素
敵
な

作
品
を
初
め
て
見
ま
し
た
。
私
も
ち

ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
い
気
分
に
な
り
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
に
リ
ク
エ
ス
ト
し
た

く
な
り
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
仁
賀
保
高
校
・
情

報
メ
デ
ィ
ア

科
の
生
徒
に

よ
る
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
・

グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
の
作
品
が

目
に
と
ま
り

ま
し
た
。
高

校
生
が
こ
ん

な
作
品
を
作

れ
る
な
ん
て

将
来
有
望
！

で
す
ね
。

　
写
真
展
で

は
、「
元
滝
伏

流
水
」
の
写

真
を
発
見
。
実
は
私
の
一
番
の
お
勧

め
ス
ポ
ッ
ト
。
ふ
る
さ
と
の
大
自
然

を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
た
い
と
い

う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

▲お茶会を体験。甘いお菓子と、

ほろ苦いお茶で日本の心を学ぶ

▲「青春のバザー」。値引きの駆

け引きもお楽しみの一つ

▲市民音楽祭。かわいい歌声はひ

まわり保育園・幼稚園の皆さん

　
　

●
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞
　
佐
藤
　
　
渉
（
象 

潟 

中
）

　
優
秀
賞
　
佐
藤
　
忠
彦
（
象 

潟 

中
）

　
奨
励
賞
　
須
藤
　
　
茜
（
仁
賀
保
中
）

●
高
校
生
の
部

最
優
秀
賞
　
須
藤
　
晴
香
（
由 

利 

高
）

　
優
秀
賞
　
佐
々
木
直
樹
（
仁
賀
保
高
）

　
奨
励
賞
　
池
田
　
貴
広
（
遊 

佐 

高
）

１１
月
４
日
、
市
文
化
祭
の
開
催
に
合
わ

せ
、「
第
３
回
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
朗
読

コ
ン
テ
ス
ト
」
が
象
潟
公
民
館
を
会
場
に
、

市
内
・
近
隣
市
の
中
高
生
２６
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
、
自
分
な
り
の

解
釈
を
文
章
に
の
せ
、
感
情
豊
か
に
表
現

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

健康福祉まつり

仁賀保高・情報メディア科作品展

書道展

手芸展

（財）

（株）

（社）



昭
和
５０
年
５
月
金
浦
町
議
会
議
員
に

初
当
選
し
、
平
成
１７
年
８
月
ま
で
の
間

７
期
２６
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

こ
の
間
、
総
務
財
政
常
任
委
員
長
等
の

要
職
を
歴
任
。
金
浦
町
政
発
展
の
た
め

多
大
な
貢
献
を
し
、
地
方
自
治
の
発
展

に
尽
力
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
従
六

位
旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
５１
年
３
月
象
潟
町
議
会
議
員
に

初
当
選
し
て
以
来
、
７
期
２８
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
し
、
こ
の
間
、
議
長
、

副
議
長
、
総
務
常
任
委
員
長
等
の
要
職

を
歴
任
。
象
潟
町
の
産
業
、
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
な
ど
、
地
方
自
治
の

発
展
に
尽
力
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

旭
日
双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
４６
年
１０
月
に
象
潟
町
代
表
監
査

委
員
に
選
任
さ
れ
、
平
成
３
年
１０
月
ま

で
の
間
、
通
算
５
期
１９
年
１１
か
月
の
永

き
に
わ
た
り
在
職
し
、
地
方
自
治
の
発

展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が
評
価

さ
れ
、
旭
日
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
３４
年
象
潟
町
消
防
団
員
を
拝
命

後
、
象
潟
町
消
防
吏
員
、
仁
賀
保
地
区

消
防
職
員
と
し
て
３９
年
有
余
、
旺
盛
な

消
防
精
神
と
果
敢
な
実
行
力
で
常
に
献

身
的
に
職
務
に
精
励
し
、
現
在
の
に
か

ほ
市
消
防
の
基
礎
を
確
立
し
た
功
績
が

評
価
さ
れ
、
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
４７
年
に
海
上
保
安
庁
の
航
路
標

識
補
助
看
守
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
羽

後
三
崎
灯
台（
酒
田
海
上
保
安
部
）と
小

砂
川
漁
港
灯
台（
秋
田
海
上
保
安
部
）の

両
灯
を
管
理
し
て
お
り
、
海
上
保
安
へ

の
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績
が
評
価
さ

れ
、
瑞
宝
単
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰

　
　
齋
藤
　
一
郎
さ
ん
（
仁
賀
保
）

秋
田
県
知
事
表
彰

　
　
須
田
　
　
俊
さ
ん
（
象
潟
）

　
　
横
山
　
良
夫
さ
ん
（
象
潟
）

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰

　
　
佐
藤
　
修
市
さ
ん
（
金
浦
）

　
　
齊
藤
　
キ
ン
さ
ん
（
金
浦
）

　
　
鈴
木
　
信
子
さ
ん
（
金
浦
）

　
　
齊
藤
　
サ
ツ
さ
ん
（
象
潟
）

　
　
佐
藤
　
正
雄
さ
ん
（
象
潟
）

　
　
佐
藤
　
孫
一
さ
ん
（
金
浦
）

秋
田
県
知
事
表
彰

　
　
相
馬
　
勝
郎
さ
ん
（
象
潟
）

秋
田
県
知
事
表
彰

　
　
小
滝
奈
曽
老
人
ク
ラ
ブ（
象
潟
）

秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　
　
大
柳
　
喜
一
さ
ん
（
金
浦
）

永
年
勤
続
表
彰
（
現
職
）

　
　
齋
藤
朝
次
郎
さ
ん
（
象
潟
）

　
　
土
門
　
康
一
さ
ん
（
象
潟
）

委
員
功
労
者
表
彰
（
退
任
者
）

　
　
佐
藤
　
正
春
さ
ん
（
金
浦
）

▼
隊
長
　
佐
々
木
徳
右
ェ
門
（
象
潟
）

▼
副
隊
長
　
周
防
正
四
郎
（
金
浦
）

▼
副
隊
長
　
栄
喜
新
一
（
仁
賀
保
）

▼
隊
員
　
佐
々
木
正
助
、
齋
藤
春
夫
、

齋
藤
澄
男
、
佐
々
木
美
成
、
小
川
幸

子
、
渡
部
ハ
ル
ミ
、
齋
藤
松
子
、
伊

藤
功
、
根
本
和
子
、
加
藤
良
雄
（
以

上
象
潟
）
阿
部
義
則
、
後
藤
智
、
須

藤
兵
一
、
菅
原
練
悦
、
早
川
佳
助

（
以
上
金
浦
）
熊
谷
久
夫
、
遠
藤
晃
、

佐
藤
正
男
、
竹
花
則
子
、
佐
藤
春
江
、

齋
藤
良
子
、
佐
藤
義
徳
、
齋
藤
武
則
、

須
藤
勇
、
中
津
良
憲
、
齋
藤
文
孝

（
以
上
仁
賀
保
）

▼
隊
長
　
今
野
悦
博
（
象
潟
）

▼
副
隊
長
　
鈴
木
清
（
金
浦
）

▼
副
隊
長
　
渡
邉
勇
一
（
仁
賀
保
）

▼
隊
員
　
阿
部
勝
弥
、
佐
々
木
正
明
、

加
藤
昌
雄
、
佐
藤
利
春
、
見
留
英
男
、

須
藤
賢
吾
、
村
上
公
雄
、
齊
藤
朝
昭
、

加
藤
光
裕
、
阿
曽
斉
、
横
山
勝
幸

（
以
上
象
潟
）
佐
々
木
栄
喜
、
齋
藤

猛
、
今
野
満
、
齋
藤
隆
一
（
以
上
金

浦
）
佐
藤
忠
蔵
、
齊
藤
典
芳
、
横
山

泰
、
齋
藤
満
志
、
佐
藤
伴
子
、
阿
部

啓
子
、
須
田
潔
（
以
上
仁
賀
保
）

※
両
隊
と
も
任
期
は
、
平
成
１９
年
９

月
３０
日
ま
で
で
す
。

　
　
本
間
美
佐
子
さ
ん
（
仁
賀
保
）

株式会社サンロックオーヨド・キサカ

タ工場解体に伴ない、石綿粉じん測定を

解体前、解体中、解体後の３度にわたり

数個所の測定を実施しました。その結果、

大気汚染防止法の基準値を大幅に下回る

結果となり、無事解体が終了しました。

外部周辺１

外部周辺２

外部周辺３

外部周辺４

作業室内

負圧機出口前

エアシャワー前

　
　
佐
々
木
祥
男
さ
ん
（
仁
賀
保
）

測定場所
石綿粉じん気中濃度（ｆ／　）
解体作業前 解体作業中 解体作業後

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

０．５未満

―

―

分析方法：計数法　　単位ｆ／　（空気中１　中の石綿繊維本数）
敷地境界基準地（１０ｆ／　：大気汚染防止法施工規則　第１６条の２）
※敷地境界における大気中の石綿濃度の許容限度１０本／　

秋
田
県
漁
業
の
振
興
・
発
展
に

尽
力
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、
受

賞
。

表
彰
状



NIKAHO TOPICS

１０月２２日、青少年育成象潟町民会議では、象潟

中学校と仁賀保高校が集まり意見を交わす「中高

生のつどい」を行いました。

今年は約３０人が参加し、象潟海水浴場のクリー

ンアップの後、栗山池公園でのバーべキュー、元

滝を散策。意見交換では、携帯電話の話題や学校

への要望等が話し合われ、生徒のなまの声を聞く、

絶好の機会となりました。

同会議では、今回出された意見を学校や行政に

広く反映させていきたいと考えています。

　１０月２４日、巴徳雄・市長職務執行者と、井上文夫

・県由利地域振興局長が１００歳の誕生日を迎えられた

佐藤ミエさんを訪ね、祝い状と記念品を贈呈、集ま

った親せきのみなさんとともに長寿を祝いました。

　明治３８年生まれ、金浦・大竹出身の佐藤さんは、

「周りの方々が親切にしてくれたことが一番の思い

出。今は子どもたちが集まってくれるのが楽しみ」

としっかりとした口調で語ってくれました。

　市内には、１０６歳の三浦イヨノさん（仁賀保・院

内）を筆頭に、１１月９日現在で１００歳以上の方が４

人いらっしゃいます。

　１０月３０日、象潟町観光協会では、道の駅象潟「ね

むの丘」を会場に新市誕生を記念した「象潟サケま

つり」を開催しました。

　本市象潟の川袋川は、毎年２万尾を超えるサケが

戻り、県内一の遡上を誇ります。

　この日は、秋の味覚の代表と言われるサケのさま

ざまな料理を観光客に堪能してもらおうと、いくら

丼やつみれ汁が用意されたほか、サケ料理コンテス

トには、１０組からアイデア豊かな料理が出品され、

新しいサケの魅力に触れた１日となりました。

　１１月５日、象潟地域の市民約４０人が参加し、御

嶽公園の植樹祭が行われました。

　御嶽公園は象潟長岡線の途中にあり、高台から

見下ろす街並が美しいところで、昔は花見の名所

として住民に愛されていました。今では、その桜

の木々も次第に枯れ、原野化してしまった公園を

住民と行政が協力し合って復活させようと、市で

は事業を計画しています。

　この日は、ケヤキやモミジなど約５００本の苗木

が、公園の再生を願いながら植えられました。

　１０月２９日、にかほ市商工会青年部（佐藤尚士部

長）の主催による、「吉本新喜劇」公演が象潟体

育館で行われました。

　第１部の喜劇「世界に一つだけのにかほ」は、

道の駅象潟「ねむの丘」を舞台にしたオリジナル

脚本で、セリフの随所に市内の観光スポットや伝

統行事が登場したほか、ステージには小中学生や

一般の方々など延べ３９人の市民も出演しました。

　このうち、友人４人とともに新市への思いを込

めた歌と踊りを披露した須田晶子さん（象潟中１

年）は「緊張したけれど、舞台裏で芸人の皆さん

が励ましてくれた」と語り、ドタバタ人情劇の盛

り上げに一役買っていました。

　第２部では、オール阪神・巨人やＢ＆Ｂなど、

おなじみの面々による漫才が行われ、集まった約

１，４００人の観衆は、快調なテンポの「関西の笑い」

を堪能していました。
▲新喜劇には多数の市民が登場しました

▲前日のリハーサル終了後、全員で記念撮影

そ

しょうこ



調査予定日の約２週間前に「調査日のお知らせ」を、直接郵送
します。
◆調査日には、ご在宅いただきますようご協力をお願いします。
◆ご都合の悪いときは、同封する「ご連絡ハガキ」か、お電話でご
　都合のよい日時をご連絡ください。
　　　　　　　　　　　　　　　◆お電話でご連絡いただく場合は
、　　　　　　　　　　　　　　　お客様のお名前と「お知らせ」
　　　　　　　　　　　　　　　　下欄に記載の「熱量変更番号」
　　　　　　　　　　　　　　　 「セクター番号」「調査員番号」
　　　　　　　　　　　　　　　　もあわせてお知らせください。

　　　　　　　　　　　　　　　 その他　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　◆調査および熱量変更当日の調整
　　　　　　　　　　　　　　　　用部品・調整のための作業に関
　　　　　　　　　　　　　　　　して、費用をいただくことはあ
　　　　　　　　　　　　　　　　りません。
　　　　　　　　　　　　　　　◆お客様の情報は、この熱量変更
　　　　　　　　　　　　　　　　に関する作業以外には使用しま       
　　　　　　　　　　　　　　　　せん。ご理解とご協力をお願い
　　　　　　　　　　　　　　　　します。
　　　　　　　　　　　　　　　◆調査員は、ガス水道局発行の身
　　　　　　　　　　　　　　　　分証明書を携帯しています。

　

　にかほ市ガス水道局では、平成１８年９月より都市ガスの熱量変更
作業を実施します。
　この作業は、現在ご使用頂いているガス機器を１３Ａガス（高カロ
リーガス）で正しく燃焼するよう調整するものです。
　熱量変更作業を確実かつ安全に作業するため、ガス機器の正確な
調査が必要となります。下記の日程により専門の調査員（東北の各
ガス会社より派遣された調査員）が、ご家庭にお伺いして調査を行
いますので、ご協力をお願いいたします。

　　調査地区 調　査　日　程

　　仁賀保地区　　　　平成１７年１２月７日～１２月２８日

　  金 浦 地 区　　　　平成１８年１月１０日～１月２０日�

　  象 潟 地 区　　　　平成１８年１月２３日～２月２４日�

熱量変更作業及び調査に関する
　　　　　　　お問い合わせは

　にかほ市ガス水道局
　　 熱量変更推進本部
　　　☎３２－４４４１

▲都市ガス用機器は１３Ａガス用に
調整すれば、正しく燃焼します

▲都市ガス用機器を調整しないと炎
が大きくなったり不完全燃焼の危険

があります

　第８４回全国高校サッカー選手権秋田県大会決
勝が１０月２３日、秋田市で行われ、西目高校が斎
藤和正選手（２年／象潟・鳥屋森）、阿部雄喜選
手（２年／仁賀保・杉山）の得点などで、新屋高
校を逆転（３－２）で下し、２年ぶり１１度目の優
勝を飾りました。
　１０月２７日には、同校の柴田鉄四郎校長（写真
右から３人目）、畠山啓サッカー部監督（同２人
目）、そして今野豪主将（同１人目）が市役所を
訪れ、巴徳雄・市長職務執行者へ優勝を報告しま
した。１２月３０日に開幕する全国大会では、国立
競技場を目指して健闘が期待されます。

第１０回由利本荘市・にかほ市スポーツ少年団種目別
交流会／１０月１５日～１６日・仁賀保運動公園ほか

◆サッカー競技
　優　勝　ニカホ　　　　　　　（写真）�
◆バスケットボール女子
　準優勝　象潟スポ少
　第３位　平沢スポ少

出し忘れなどで、機器調整し
ないまま、１３Ａガスを使用す
ると大変危険です。

  オムツ代の助成制度を
  　　　　ご存じですか？
【対象】にかほ市在住の次の方々です。

（１）おおむね６０歳以上で３カ月以上寝た

きりの状態で常時オムツを使用してい

る高齢者を介護している世帯

（２）常時オムツを使用している４歳以上

の身体障害者手帳または療育手帳を所

持している方

【助成内容】１カ月に支払ったオムツ代金

の２分の１を助成します。ただし、在

宅介護の日数により、助成限度額が異

なります。詳しくは下記までお問い合

わせください。

【申請手続き】１カ月分の領収書やレシー

　　トを下記へ持参ください。

　◇仁賀保総合福祉交流センター

　　　　　　　　　　　　　☎３２―３０００

　◇象潟保健センター　　　☎４３―７５０１�

　◇金浦保健センター　　　☎３８―４２００

◆ガス製造所管理人

●職務内容／象潟ガス製造所および砂子島工場のガ

ス製造設備の監視、保守等●勤務体系／日直…午前

８時３０分～午後５時１５分、宿直…午後５時１５分～

翌日午前８時３０分 ※月に２０日程度の輪番制●募集

人員／若干名●応募条件／本市在住で満６０歳までの
健康な方●任用期間／１２月～３月●待遇／健康・厚

生・雇用保険加入

◆ガス・水道メーター検針員

●職務内容／象潟地区ガス・水道メーターの検針業

務等●勤務時間／毎月、月末の検針期間に数日程度

●募集人員／１人●応募条件／本市在住で満６０歳ま
での健康な方●任用期間／１２月～３月

◆応募方法　

　履歴書に写真を添付して、１１月２５日（必着）まで

に直接または郵便で下記へ提出ください。

　　　〒０１８―０４０２　にかほ市平沢字舟橋４

　　　　にかほ市ガス水道局　☎３７－３１３１



募集住宅

・ひまわり（仁賀保）

　　　１戸（Ｈ２年築／２ＬＤＫ／２階）

・建石団地（象潟）

　　　１戸（Ｓ５９年築／２ＬＤＫ／１階）

入居資格

　　　◇現在、住宅に困っていること　

　　　◇入居者全員の所得合計（下記の算式で求

　めた金額）が月額２０万円以内であること

募集期間　１１月１５日（火）～３０日（水）

申込・問合先

　　　金浦庁舎／都市整備課公営住宅係

　　　　　　電話３８－４３０７　内線２３８番

　　　象潟庁舎／市民サービスセンター建設班

　　　　　　電話４３－３２００　内線１１１番

　　　仁賀保庁舎／市民サービスセンター建設班

　　　　　　電話３７－３１１１　内線２１４番

　※応募多数の場合は抽選となります。

｛年間総所得－控除額（３８万円×同居人数）｝÷１２カ月

◆
仁
賀
保
地
域�

◇
１
歳
６
カ
月
児
健
診�

場
所
　
総
合
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
「
ス
マ
イ
ル
」

期
日
　
１１
月
２２
日
　

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
２０
分

対
象
　
１６
年
３
月
、
４
月
生
ま
れ

◆
象
潟
地
域�

◇
乳
児
健
診�

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

期
日
　
１１
月
１８
日
　

受
付
　
▽
４
、
７
カ
月
児
…
午
後
０

時
４５
分
〜
５５
分
　
▽
１２
カ
月

児
…
午
後
１
時
１５
分
〜
３０
分

対
象
　
平
成
１７
年
６
月
２１
日
〜
７
月

１７
日
、
４
月
、
平
成
１６
年
１１

月
生
ま
れ

※
４
、
７
カ
月
児
は
離
乳
食
教
室
が

あ
り
ま
す
。

期
日
　
１１
月
２１
日
　�

受
付
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１０
時

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
今
年
度
象
潟
地
域
で
行
わ
れ
た
成

人
病
・
成
人
歯
科
・
胃
・
乳
が
ん
・

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
・
前
立
腺
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
方
を
対
象
に
未
受
診
者
検
診
を

行
い
ま
す
。

　
手
続
き
は
次
の
通
り
で
す
。

�
予
約�

　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
予
約

を
し
、
希
望
す
る
検
診
・
期
日
・
医

療
機
関
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
受
付
期
間
　
１１
月
１７
日
　
、
１８
日

　
、
２１
日
　
、
２２
日
　

・
電
話
　
４３
―
７
５
０
１
　
　
　�

�
受
付
・
問
診

　
受
診
前
（
当
日
で
も
可
）
に
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
胃
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

前
日
ま
で
に
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
期
日
　
１１
月
２４
日
　
、
２５
日
　
、

２８
日
　
、
２９
日
　

※
検
診
料
金
を
持
参
く
だ
さ
い
。�

�
各
医
療
機
関
で
受
診

・
期
日
は
受
付
期
日
と
同
じ�

・
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
１１
時�

場
所
　
象
潟
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
会

▽
ひ
よ
こ
・
ぱ
ん
だ
コ
ー
ス�

期
日
　
１２
月
６
日

対
象
　
平
成
１５
年
４
月
２
日
〜
１７
年

４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
限
　
１２
月
２
日

▽
う
さ
ぎ
コ
ー
ス�

期
日
　
１２
月
１３
日

対
象
　
平
成
１３
年
４
月
２
日
〜
１５
年

４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
限
　
１２
月
９
日

▽
す
く
す
く
広
場�

　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
開
放
日
）

期
日
　
１２
月
１
日
　
、
２
日
　
、
８

日
　
、
１４
日
　
、
２０
日
　
、

２１
日
　
、
２６
日
　

時
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▽
に
こ
に
こ
相
談
日�

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
な
ど
気
楽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
１２
月
２
日
　
、
２１
日

日
時
　
１１
月
２７
日
　
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
０
時
３０
分

場
所
　
む
ら
す
ぎ
荘

参
加
料
　
無
料

持
参
品
　
運
動
で
き
る
服
装
、
タ
オ

ル
、
室
内
運
動
靴

申
込
先
　
む
ら
す
ぎ
荘

　
　
　
　
（
☎
３７
―
３
１
２
１
）

日
時
　
１２
月
２
日
　
　
正
午
〜

会
場
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

内
容
　
農
産
物
加
工
品
等
の
試
食
・

販
売
、
伝
統
食
・
創
作
料
理

の
展
示
、
寸
劇
の
上
演
ほ
か

参
加
料
　
無
料

問
合
先
　
由
利
地
域
振
興
局
農
林
部

農
林
企
画
課
（
☎
２２
―
７
５

５
１
）

由
利
高
等
学
校
は
、
平
成
１９
年
度

入
学
か
ら
、
「
男
女
共
学
校
」
と
し

て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
次

の
と
お
り
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時
　
１１
月
２４
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
由
利
高
等
学
校
体
育
館

内
容
　
▽
「
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る

由
利
高
等
学
校
」
の
説
明
　

▽
普
通
科
、
理
数
科
、
国
際

科
の
体
験
授
業
　
▽
中
学
生

か
ら
の
質
議
応
答

対
象
　
中
学
２
年
生
男
女
、
引
率
教

員
、
保
護
者

問
合
先
　
由
利
高
等
学
校

　
　
　
（
☎
２２
―
３
２
１
９
）

日
時
　
１２
月
３
日

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

場
所
　
象
潟
中
学
校
体
育
館

講
師
　
桂
才
賀
氏
（
少
年
院
篤
志
面

接
委
員
・
落
語
家
）

演
題
　
「
夢
に
向
か
っ
て
生
き
る
」

問
合
先
　
象
潟
中
学
校

　
　
　
（
☎
４３
―
２
０
０
９
）

▼
自
衛
官
第
２
次
募
集

対
象
　
進
路
が
未
定
の
学
生
、
高
校

生
。
ま
た
は
雇
用
機
会
が
得

ら
れ
な
い
２７
歳
未
満
の
健
康

な
男
性

採
用
種
目
　
２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
　
（
１８
年
３
月
入
隊
）

受
付
締
切
　
１２
月
５
日
　

試
験
日
　
１２
月
１２
日
　
（
予
定
）

▼
自
衛
隊
生
徒
募
集

対
象
　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
３

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子

受
付
締
切
　
平
成
１８
年
１
月
１０
日
　

試
験
日
　
平
成
１８
年
１
月
１４
日
　

問
合
先
　
由
利
本
荘
募
集
事
務
所

　
　
　
（
☎
２２
―
３
４
７
９
）

日
時
　
１２
月
４
日
　
　
午
前
９
時
〜

場
所
　
仁
賀
保
体
育
館

種
目
　
男
女
団
体
戦
（
２
複
１
単
）

　
　
　
男
女
ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

参
加
料
　
団
体
戦
（
一
チ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
、
０
０
０
円

　
　
　
　
個
人
戦
（
一
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
　
　
※
団
体
戦
参
加
者
は
免
除

申
込
・
問
合
先
　
１１
月
２９
日
　
ま
で

む
ら
す
ぎ
荘
（
☎
３７
―
３
１

２
１
）
へ
。

日
時
　
１１
月
１９
日
　

　
　
　
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
　
む
ら
す
ぎ
荘
（
仁
賀
保
）

内
容
　
使
用
済
食
用
油
の
再
利
用

講
師
　
遠
藤
直
（
三
衛
ク
リ
ー
ン
サ

ー
ビ
ス
　
）
　

※
当
日
、使
用
済
食
用
油
が
あ
れ
ば
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
に
入
れ
て
持
参
く

だ
さ
い
。

問
合
先
　
生
活
環
境
課
生
活
安
全
係

　
　
　
（
☎
３２
―
３
０
３
３
）

日
時
　
１１
月
１９
日
　

　
　
　
午
前
７
時
〜
９
時

場
所
　
金
浦
物
産
セ
ン
タ
ー

（「
は
ま
な
す
」
前
）

主
催
　
秋
田
県
漁
業
協
同
組
合
・
野

菜
直
売
グ
ル
ー
プ

問
合
先
　
農
漁
村
整
備
課
水
産
係

（
☎
３８
―
４
３
０
２
）

期　日　　１１月１９日（土）

　　　　　１１月２６日（土）

時　間　午前１０時～１１時３０分と午

後１時３０分～３時の１日

２回

対　象　来館者

参加費　無料

※入館料は必要です。

さ
い
が

と
く
し

　　１２月５日（月）　金浦：エニワン

　　１２月７日（水）　仁賀保：スマイル

　　１２月８日（木）　象潟公民館

　時 間　午前１０時～午後３時

（月）
（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（火）

（火）
（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

（金）

（金）

（金）

（金）

（火）

（金）

（金）

（金）

（金）

（土）

（土）

（土） （日）

（日）



１０月１６日～１０月３１日届け出分
掲載を希望されない方は、届け出の
際にお申し出ください。（　　　　　　　　 　）

期　日　　　　　　　　行　　事　　名

定期救命講習会（９：００～　にかほ市消防署）

定期救命講習会（９：００～にかほ市消防署）

みんなの登校日
（釜ヶ台小・釜ヶ台中　２２・２４～２６日）
道の駅象潟「ねむの丘」休業日（～２２日）

みんなの登校日（平沢小・上浜小　～１２月２日、
　　　　　　　　仁賀保中　～１２月１日）
鶴泉荘休業日

特設人権相談所開設（１０：００～１５：００　金浦・エニワン）

おもちゃライブラリー（１０：００　科学館）

おもちゃライブラリー（１０：００　科学館）

第７回象潟奥の細道短剣道東北大会（象潟体育館）

行政相談（９：３０～１１：３０　仁賀保・スマイル）

行政相談（１４：００～１６：００　金浦・元気百歳館）

象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター営業１８：００まで
勤労感謝の日

象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター休業日

仁賀保地域心の健康相談日（１３：００～１５：００　スマイル）

青空市（８：００～　ＪＡ秋田しんせい象潟支店）

世帯数

人　口

　男

　女

９，３３２戸

２９，５５２人

１４，１３４人

１５，４１８人

（＋  １）

（＋１０）

（＋  ５）

（＋  ５）

（　）内は前月比　１１月１日現在

１９４９年、長崎県生まれ。照明助手として

映画界入り。大島渚監督の助監督などを

経て、８３年「十階のモスキート」で映画

監督デビュー。９３年「月はどっちに出て

いる」で５０以上の映画賞を獲得。

会　　　　場　仁賀保勤労青少年ホーム（音楽ホール）

入場整理券　５００円

入場券取扱先　にかほ市各公民館・勤労青少年ホーム

問　合　先　仁賀保公民館（☎３７―３１２１）

飼い犬の登録・予防注射はお済みですか？

映画監督

崔　洋一　氏

登録は一生に１回・注射は一年に１回

　次のとおり、狂犬病予防注射を実施しますので、まだ今年

の注射を済ませていない飼い犬には、この機会に必ず受けさ

せてください。

〈仁賀保地域で登録されている犬〉

期日　１１月２０日（日）

場所・時間

　　仁賀保庁舎駐車場　　　　午前９時～９時４０分

　　院内小学校前駐車場　　　午前９時５０分～１０時２０分

　　とんがり童夢「パオ」前　午前１０時３０分～１１時

　　冬師農村婦人の家前　　　午前１１時１５分～１１時４０分

〈金浦地域で登録されている犬〉

期日　１１月２０日（日）

場所・時間　金浦庁舎自転車置場前　午前９時～１１時４０分

　　　　　　　　◇◇◇　　　　　◇◇◇

料金　３，０７０円（１匹あたり）

※未登録犬は、登録手数料３，０００円と印鑑が必要です。また、

飼い犬の死亡、所有者および所在地の変更がある場合は届け

出が必要です（印鑑持参）。

問合先　生活環境課環境衛生係（☎３２―３０３３）

　
悪
質
な
「
訪
問
販
売
に
よ
る
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
」
の
消
費
者
被
害
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
次
の

よ
う
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
契
約
を
す
る
前
に
】

◇
し
っ
か
り
し
た
業
者
な
ら
、
そ
の
場

で
契
約
を
急
が
せ
た
り
し
ま
せ
ん
。

◇
本
当
に
工
事
が
必
要
な
の
か
、
調
べ

て
み
て
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
何
よ
り
…
…
そ
ん
な
親
切
な
「
ア
カ

の
他
人
」
は
い
ま
せ
ん
！

【
契
約
を
し
た
後
】

◇
訪
問
販
売
の
場
合
、
工
事
の
開
始
後

で
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
内
で

あ
れ
ば
解
約
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
８
―
８
３
５
―
０
９
９
９
）

１２／１

さい　よういち

問合先　市清掃センター（☎３８―３９１０）　市環境衛生係（☎３２―３０３３）

　ごみ焼却炉補修工事のため、１１月２８日（象潟地域）、２９日（金浦・仁賀保地域）の燃えるごみ

の収集は休みとなります。なお、古紙・段ボールなどの資源ごみは通常どおり収集します。


